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+女を劣也的'i:m的に淵虹するために,-孜々は品綬 ･奥滴と)tにノ7七′くム額静間他テ
ストを脚先した.これは,fJilを急速かつ艶力IT鎖-711ヒするたれ ･/'7't･,′1-ム紘入睡眠旋法
(D川/叩.lLlnrus】(川Slt･C171ngThemp)･;DEST)tして冶鰍 こ瓜 IILている..研究1
比 このL)ISTという新しい治放孜の卿介のために虹抹幼rfiに )いて倹討し,研究2で

.DISTの展.功抜仔の一塊i･操るU的て.L日 ST前後のElnt神様故紙およびManlreSL

ITttlPLySc.1lL･(MASH-ついて)占唾的換IJをTrp,た.
1)lSTの方d:は ノア七′{ムを0.05■gkgLlnの制令にて約校的にLIT>注する｡注入に
つTtて拡芥か14くIjり 軽い良息 をたてる.この付点を牡LRJlとk'め沌人を柊7する一

研'3tlでは まF.DISTの監味幼■鵜をJjlペ1-｡対穀は.心身症.神経症およびその

rq辿玖止を付寸る惣r (以下 盟B とtM ) 1:ご7,である 次に.ir=l大別効果を刃ペる
I-めに 公&J310名を対象に,その巴床勃q!をJIへ た.冶赦幼幣の唯 は,患者の訴え
芯(:より≡L冶kか芽効 け効.七効.封 とのJl緋 に分類した.者効は症状かほとんど荊

久し1こらの.tl句は症状か雌 改善したもの,kklは症状か故話しfjか たもの.悪化は

免状かえ化したしのとした.そして.DIST吋のジγセ･(ム投～■と監床効果の牌操を

JIへた｡対攻は ･史者 92名である｡さらに.ノアtfパム投Ll杜と【orleHlkdlnLID

Apt (CMl)tの附俵もJIべた 対象Ii 並rJ 79名である.また.drF相月壬のため

に.rH ST前後のV舶lslBJ)についてもヨ鼓した.対象は r史占 44名で.ViLalsi8m

(血化.よ地.呼吸故)香.直前.軽臨 30分後の3点においてi～定した

研究2では.1日 STの発効執事の-海を一片明するために.日印神技良能を心拍紗 ･

らSfJ L ＼IAStlJt行した(対象は男性6el女性8elの 土石 である.自称神経技能



の.洋書は.冶汝t5口.葛臼さらに6Ej後の3Lid並行した｡呼吸を025Hzと一定に保ち.仰

臥tl'kh時の心fLi図を収殺し.RRIiiJ偏を lJLSCrの柿度でjM定した.データの分析は自己

回hiスベ'/トル分析法に依り,得られた特性開蜘こ波メ分析を行い.個々の変動成分の中

心周波故とパワーi･.1伸 した｡0.25Hzの中心伯叔故rE持つものをl'il周波放 (h)gbrrequen

cy.llF)成分.0.08-0.151lzを倶IB殺虫 (lowrTCqUCnCy;LF)成分とした｡HF成

分の人ささをrIl野の提唱しf-CCV他 (cuJr)OneRHoerrlCICnLorvarlanCe低)で表し
心AL迷止沖推活動の枯損とした.CCV (t'.J l00xllF成分Jl'ヮJ′7/平均RR
r'Jl信 一JJ 生抜神技活動のJd交歩神経活動に対4-る食性性の指t5としてPaganiらの提唱

{るLF奴LJ)とⅠげ 成分の′.'r7-の比 LF HF.Ot' を捉刑し1=.また.庶AIJとして

.各 r盟占 群にはIT.齢 まなく.それそれ也tlのRIFLflである.
ef究 1の拙'把であるれ lJISTの打切疾滋は,惣旺伽 ?: 丸分変月症.日経神蛙失

JIILEN や即し.f､甘柿苫(..とで.無効のt,の払 人うつ病,神経性血盟ホk症,境界旦人格

持'L'G捜濃紺 打fiとであ た.

監休J.f朋 とl日 STのむ味劾梨との開陳てあるか.感覚鈍解 ･鳩 一冷感 ･耳や ･*部

IL迫盾 ･yAATi･敢為 ･肋やけ･動惇 ･,i(&･･fd fiとに有効て 侍,t7.嬢 ･食思不長 ･妄想

Iiとには.*効でLILろ激化帆;･け らあるのでTrI鹿オ坐寸る

LH STに.CL/こノ7セ′t'ム投IJ丘と色味効-tとのI対係にもいては.恭助E!-=とのジ7

七′くムの･l･yl投l}抗は無効m .0.45十0.286Lg.TJ幼昔I.068 0.3朗 q.首効tt;079

◆o:捌 中ロであり..!群の､I'均僻には白点IlL.:を遜れ 心効が.着地即により多くのジ7'

trバムを必笹上し/こくP 0.05)uTi虫.感化郡は,0てあっ/こ.

cMlのtt朗城こ>のlH ST吋のジ71･,,1ム､f･均投Hj･庚は.1触媒:042±0.)65■g

u棚城 .048･0.180■g.Eu名rl城 .0_56+0244■E,rV領域 :0.85IO.4:仏Lgであり.各

iLl城糊でlJN ._を認d).rV徽城でより多くの/7t;′り･を必噂とした くp 0.05)

次に.Htntsl帥については,収縮期もよひ拡張h)の血山は.幹眠点と30分後で有Bに

d少した一FKNlと呼吸軌 よ 推岨LJ.tでJ7.%にP.r加したV拾汝的処机は要しなかった｡

研'PL2のLI.火であるか.rI印神蛙故地については CCVldHこおいて.仙前J'はL78±1

12 Ln練は2.0朽11.35.6日後はl.98+I55と.1)意見はなかったか.LF IIFにおい

てlま,爪F'p'Jは85.3十.'r50.絶後は56.8◆22_0.6日後は55.8 19,8とtJ'意li滋少を示L

M∧Sス7-(･にt,.いてt>.山前は30.0 10.3で.61コ後は26.51L08となり打aIi誠少を

小し/こrnく0.05).

研究.)のキ帯であるか.西国らは 枯神事斗領域におけるジ7t,バムTt射の藍味効A!-を発

ぶしている.その方岳は. ンJ'tj′,'ム法相 を攻込ま1.Ltい程度にd)るやかに注入し.ジ7

ヤ.;ム10-4Oq静江を16円 (または鮎Hで)症状かd(.%するまで掛 ナ.Jf成鮫をあげてい

ら.ガ効例は.食例ジ7-I:バム2伽に以上投▲Jの好例であっ1こ｡不rG･繋鑑には個人差があ

り.この西Ldの攻込まIiL､托皮に注入1る瓜 では. ト分鉄辞されfJL-い症例も出てくるこ

とかY,B!される.しかし.我々のDISTでは.投込むまで持媒投一}するため,必要かつ

十分/i軌uTlか柑られ.論敵幼媒をよりfLdTめることにfi:ると考えられる｡他に,ジアゼ′,'ム

等を用いた■暇 法のWHL.は.内外の主文ではみあたらず,当研究か初めてと思われる｡

臥 幼rRとの換討では★効群よりb仔効札 さらに首効帥 こジ7ゼ′.'ム投与土が多いと

いう払'Rで人 ,たp寸fiわち.r)1STにより人捉するまでの柑1ilが良いほど.著効を示



したということにfiる.,つまり.}:免のジ7ゼバムて不安･緊張をしっかりと鍛静化した
I)のはと打効であ-'たということに7'J:ら.,不'i=･緊張の重い群ほど.より大農のジアゼパ

ムか人眼までに必輩で.人指tのジ7ゼバムは不安 ･緊張を頼静化し.症状をとると考えら

れる｡†康効t.fは,少且のジアゼパムで眠ってしまう人か多く.ヒステリーや範迫傾向及び

疾病利手1㌢等の心E月が深く関与している神経症刑の柾例や人格軒津か含まれ.心理療法など

か必婆になるJ汀と.PLll.われる｡

CMIOH つの領域とジ7t,'′,'ム投Ii品の帆係も検討したところ,CMlの】V67i域の恕

Gにおいて.より多くのジ7ゼバムを必要とすることが碓認された｡

Isお.DISTの安全性であるか.ます眠気･ふらつきは多少認められるものの,翌朝

のu党めはすっきりすると芥える例か多かった｡次に 循広岩系への影書は.有意に血圧

F降と脈拍上井を認d)たか,特に処正を必要とづる例はIj:かった｡さらに,呼吸器系-の

む甘であるか.呼吸数は丁子題に上ftしたか.幣掛ま処ITLを必要とすることはIi:い｡ジ7ゼ

Jl'ムlITr江の川ぬらの芸文では 血U;r:がわずか下降し.呼吸故は増加傾向を示すと述べ,衣

々のt.5'lIさとIF]様の搬告をしている｡tlTF汀時の血C,楢は時に出現するが,いずれb注入を挟
けるFiuに揃71はTrl失し.後退症はLuJも銭さIiか-1た..小児および65鼠以上の老人へのDI

STの月払は.また有食性が篠&されておら寸.見合わせておいたJJ-がよいと思われる｡
研究..2のキ戟であるか.L)IST前後における自rP神経枝舵を検討した｡ヒトの心拍変

動には少fJ.くとb2つのJ.13政故成分が扱奏される,lつは呼吸に一食した周波数をもつ成

JJ)で呼唖作舶托.不薮脈 (RŜ )成分またIiHF成分と呼ばれるoもうlつI掬 0.日lzの

周波故をもつ成分でl血1圧のNayervaveと関適うることから的yerPayeslnUSarrhythJ)Ja

(MWS∧ 成JJ)またはLF成分と呼ばれる,,(片野らは.llrOpranOloLとaLroplneを組み

合わせて心&JJJ交感神推活動レベルを雛 学的に測定し,rlF成分の -̂ささとのf氾係を分

析しCCV肌 (OI))で漉すと,心は副交俵神捷活動レベルと血轍的IEf比例牌係を示すこと

を1Aい/-したp

-JJ.交換抑総統動にはMayervilVL!に一致したリズムかあることか知られており.MW

SAはこのリズムによ-'て允LI三{ると才えられる.しかし,MWSAは.β避新薬で柄失
せず.むしろaLroplneで著明に強少する.従って.MWSAの発現及序は 交感神技自体

によるIF'L接的収介よりも.動脈上との比lyerVaVE･か速止神鮒 (副交岳神経性)の圧受容体

放射を介して間接的に心拍変動に割れるという捜序が主であると考えられる(.よって.M

WSAの人ささは 動脈tEのNaypryavpの人ささ (交感神経性)と圧受容体感受性 (副交

射 ?捷性)の掛 こ比例IJるとJ,'えられろ｡そこで.P昭anlらか考案したLF/ HFを.

心J&の交慮神蛙のWJ交感神は活動に対うる食他姓の指損として援用した｡Lド/IIFにお

いて.血l'J;Jの帆に比較して.1日 ST施行の翌Uと6u後の両方において.有題な城少を

包めたt,このことは.DIST机 交換神経活動のiSIJ交!爵神蛙活動に対する援位也を,減

少せしめていることを示していると.fiiわれる｡ジアゼパムの牡康成人の平均消失'IF一助 は

35時IuJであることから.ノアゼバムがはほ代謝されている6EI後にも,その効製が持扶し

ていることになるL.監味的(=t).6E]後まで,その効果は持株しているようであるo

l)ISTの劫火は.ジアゼパムがyasllOuLされた後も持按すると粒蒸される｡何故に.

ジアゼパムがほぼ代謝された後にも.効果が持扶するのか.そのメカニズムは不明である

｡今後の研究に委ねられると考える｡



a.研究の日的および維St

20t叫'Jiのrr今は.1如ままにおれるようにIAJ･が.I't少年のr俄 の多分 こみられるよ

っ.,I.揃71血での'ヂ消化がみちh 不等を3Fえて内相外史を訪れるiiZtb増えてきている
ように&しろ.2】糊亡にもいては.このJF青が大きrJLテー′の ･つr-11ると思われる･

きて.((4:の近友であるが. r木管とは 帯.kとした,k分化(.枯れの蛙は･と 定 義 さ れ

ている_慧他かはっきりし1二年的‡抱 に対するしのでS.るのによれ .不雀は内的 矛 盾 か り

兄1る 対tのrJLいI.相 的屯且で.屯いものに/▲ると.心的4･CTIJE寛の拝でJ}り･描癌ヰ

(.I,の'Ei･lJ.A字HLとIiるt,

廿史的にLLr 7nイトS.Freudか JJ4'L神群hTとのrVM .を汗く追求し.不安を神技

I.thの載せ的rf心的鵬 とLてほZZつけたことが人さか '/こtBlわれる.その後,この不安

tニ刺して 捕'.･rl研7gか14されてきている｡

ませ~.Jtをr_r逆取的にとらえようとうるJみ丁ムるか,これには.L札的にとらえよう
と･イる'iAJlと'#地的にとらえ.tうとするJEみかある.

ィ､JiryIW ･)にとらえようとうる試みとしては.心Pl!7ストの懲ri:I紙縫芯の試みかある
刈れ†暮ホ●L:尺度 (M^S:dLanlrPSlm lPLyscalc) 帖PL 11億 不安尺度 (STJu
sliLtt･LTalLannPLy川VPnLryl.白Li新体･ft4iJu吐(SAS.sclrraLLnganxiety
rヽ.lh.).不r机(虚尺度 (annctysLaLuslnVPrlLory'rrJJ.か代ノ<的である,

そして.小4Eを客軌的'kFa的に把如しようと可るJみとしては.7蒜lt神JI-牲甥的71ロー
+一首かfTわれでいる̀ これに比mB神技故地換血淡によるt'の.山野故地i･指だとす
るもの.薪Oを.ポりJ/-,7をl恥､るも の.札片n触 rAとがあげられる,しかし.いずれ

しか-1分lニ+●L'を'RRでさているとは‥いか1.-い ′ころが.Sha8且SS lのaLyLalを用い

JL稲紳え町?的JJu:による耕E,即 のJf'kdJl. 応の紺 かなされると盟われるtLか

し 11人為虻か速すぎ1-り+か多すぎたりするとtt+収着 LriP)棚 樺Iiとをも こすた

れ Ei仏屯mにK改伽 ･ある.この点を鳩 'て,より有今で的qEに.不安の程度の把捉の

･j･セ′ぐム号JJ:の-Ai-'-ドでUTy簾托射し.何分で耽るかをiR4'jgL.その故折をもって不安

の人t=t._Ttとしようとしたt)のであるp



なお.,frGIこ対勺る今日の拾叙法は.稲井放血と生物妙法の叔方を瓜み合わせることか

常31にIJLr'ている,

染物放血は t3fl]耶挿管正対 (■lnOrLraDquL=zer)すriわち坑木安糞 (anLlaJはleLy
drLl一)かL外とfJ-る｡

G帥MNF比 刑か.はしめて監床に専人されたのは プロ′;ンジオーJt･誘軸 のノアロ

′(/- トで3)'1こか.溌在では 1959年にSlernbacblこJ:り指先されたクロルシ7七才キ

ノrr.だけ るベン'/シ7t･'ビン系か久SJJ)を占ll.Bt,広く用いられているのかジ7ゼ,,'
LrJlる.

ノT.ビバJ.の化学名は.7Chloro1 3dLhlJro IICLh) Sphp叩I2 1.4
ll(･q7odHlZ叫HbP2orIL,て 分子血は払174でl鮒 叶にfi成されたベノ′/'7ゼL=lン誘導

什lこ蛸L ILJ..■.1土白色･一社絶 I史で.クロロホJLムl=掛 ナ易く.エタノールにもさけ
i;いれ 水には溶けにくい,

ゾ′.tJ′;I.QJ並PP竹川は.動物実攻では.1n究連載抑Il作川 2Pl化作札 伊抗痩号
ftlfJ.ll_什f(a(朋抑制作用 15泊 け神経抑制作用.1_iGi痕の速癌化作m.fiとをもってい

ら.,崩のhk九㍍収に抑制的に飴き.人偏迎山系の作川を輯児的に抑制'1る 藍休的には.
17抗ィ.榊 M tflTi神的木耳や松炭感を特児的に耕IT>させる作川 かt'であるか このほか

lこ 〔LHI,枇経の筋子脚 ~用,(3伯維神様や虹化作Jfl.41雌 の催眠的舟作用.信J抗塵苧作

川 .仙伴い抗抑う･1什川.等をもつとされる †如 J上の11歳は.常用且ではJW への心性

(.11エ十ん>14いか,肪地政.ねむけ.ふらつきかみられることがあり.kJIJ運用による依

It他のIIJ和にTl慮-4る必要かあることである.

･fJ､にttE]し.JF'女の抱旺i･客軌的 ･'m 的にzN災する打神作用?的方法として.上記の
}7十･t'ム功.Tflqi ストi･々害した.このナストを.多くの心身症およびその関連疾皿

のLl榔 81地検ftとして'JLkした皮に. ..-れL:)の史Jiの多くに色好症状 上として不'を..tl..

横 平gElの改熊が認d)られる弔'RにjLiSLI=｡JfL左を急速かつ吐力に斗b化するため.
この 71日土 中松丸絶後血としてt】用てあるのみfJらT.心身好およびその搬 史に

JH る続dE/iJ･してt,111日であるとJ,え.色仏的4L7L･Jおよび日経沖捷技能の検討を岳行し

ノ-rtr′.'JJr人Nl触 法 DiazcpaJllDruS10tlSIpel)lJ)AThcrapl以下DISTと略す
として挫1日 ることにした'..このrH STlム ー言でL,,r}えは.不々から派生している妓
他作のW lこ対して.その故能斡'Ll.'を除くということかてきると出われる.



ItLtl.こうE,r-,た冶汝Z.Lか必要かと言うと,不rkを中心とした謎々の症状か訪れると

その症状かLhlk'してt)う冶らIiL,のではないかというJF宅で.よけい′ヒ ･,クに(.L'ってゆ

く.これらの症状を-JxlにとることT.治る可能牡をはし.余分なJF雀は去り･主治医へ
の山域もJeL 今後の拓神擬症を鼻絹しやすくlJるわけである｡このような効果をねら

てこの治かLll糊発され,'R転の色味場面では∬常に亜主している｡

さて.-htlこ#触 法と呼はれるbのは持嬢■噛 法を持し.1921年にクレジイによっ

て付紙きれI_ん弘で.わが国では1922q=I~下H]先述によってスP,ホナ-ルを用いる方法が
研 きtL.丘年はフェノ+γジン素読等休を与件･する力Jか二改良され佐用されている.
しかしイi点上妨tLであること,棚 てさI.L､抑 fn 究A 椀托.銘m.血圧拝下.Eh*[
井や.蛙 卜牲∬丸 善性症雌 など)かあること.幼唄か一点ttであるJ8台かあること1JL

上のT.･わIこSitEではあまり用いられていlJL'いようてある.甘Kを恥 lた#機 盛もあるが
.そのほとんどか症粥や告で.素錠だ '!=鵜嘩qT研究.はil-:trL-されていない.その胤 重

刑を他川LIこft秘 法Ii#T,-されていlJLい｡lH STは.ね胡B轍 TLということもでき

るか.この■轍 7kにFqする研兄は丘珠かあると思われる｢

この_Jは では 研究 1として.冶庶政としてのLH STの紹介および瞥休効果の研究を

&行L.OF札･i上して,rH STの奏功秩序の一4'Y探る/ニめにrH ST前後の自縛神経
故地の研TL.i･A子rして此礎的損月を行 1=A

研TA:Lは JH STという新しい冶血沈の拙介の11めの研'PLである机 まず.とういう

錠rEに鰍伽 ･あるのかを用なし 次にどういう柿帆 こ効娘かあるのかを月点した･そして
TH STにtaLしたノTt･′.'ムの投与且と藍畔劫火.およびnlSTに'&したジ7セバムの

投一J爪とJ-ネル医学指故 (Cornp=)edlCallndL･X;以 トCMIと略す･̂l叩endlx参脚

のrW除l--)いて月香し/･.CMIを援用したのU.El常の心如 Itの診奴で繁用され.身作

V･)よ/･u揃神的自覚症状の多い少ないによ1てtl冶放IJ.のEiL̂詔が仏力､どうなるのかを乃点

14る/.めであるnlL,に.r)ISTかvILalslgnIこ及はす脚 を泊れした.また一例では

あるか.1日 ST時の ジ7セ′(ムの血中漁度の推移t'JS血LI･

wH..･2では.L日 ST前後のElTB神経横地および心身frの虎姫で繁mされている類推蛙

.fJLE尺度 IhulreSLanxlelyscale.以下M^Sと略1 IJ)PPAdlr奉職)について基年的

換.,Llを子11た｡



liも.Flflt耶 7枚地検血d:-の軒先,の炭史はA,く.その判追払やぶ朝血こt'様々lit'のか

あり.その鰍 は早石によ1て異なる､このうち.一般臥 外来において.患Bにそれは

.Ln何をJ=J見ることlAく.しかも軌範としてaI定できるtJのはRLられている.立位血圧の

珊 洋呼Qによる脈拍枚の変軌 立位心屯閑の77Ll議事のT波のdra,心電図R R問

似せ効 lctlerrlClebloharlan亡POrRR以下ClftJiとJaす) ●̀等かある｡このう
ち.Jk々 lよ1納CVRR卓抜FHLようとした しかし CIRRは.速攻100心拍の心屯
BC= 相似のt叩 4はの平均低に対する比率 (変動保故)であるれ d交感斗提枚能に対

雌 の8伐て.心拍変JbJ二は互いに丑なった臼't相 接枝始を反映するいくつかの或分に
ょって構成されることかわか･'てきている.I97輝SJyer{TIi心拍畑 のスベクトJレ分析

を行いJNLqの棚 吐分を抽出した｡顎1は呼吸吐物 .7!21上的Ⅰ8秒周期のm圧茸元素

のりズL..苅31iO.05fIl以下の一定LfLい娼妓故を持つ脚 りズムである｡

苅lのIfq托生動は.呼吸蛙稲性本郷 rTeSPlra10rY Slnu"rrhrlhIla 以下RSA

と略1日 :斗つく41tHj全血の大きさ'Jて.7トt)t'ノによ1て∬明l=d少することから王

とLてd生卵 推tT,動の指t5とJ,えらLtている.

7Tコの .J<〟 1.動船 上の払ycryavpL+.と他適し/-史動とJ.えられている… ｡これ

riNJypr疲帆Jd榊n_不軌捉 (hyeTraw 芝川usarrhythJlIa以卜MWSAと略す)と呼ぶ
-のMVrS▲111 立は時に増加し その増加か声道断熱 こよ-,て抑制されることから.

MWSへ(:)け る交換神様癌動の肘 Iか≠it.-されているIt-

これりの成JJ)の大きさを分社湘淀すれば,白iJt神捗枚能のうぐれた辞廿か可能と考えた

｡そこで それそれの成分の大きさをできるたけIL従に測定できる方法を探した.fJ･-お･

苅Lの呼吸と(.,lL中心J.q淡故をもつ1,のを.･.石畑波軟くlllEllrrtlqUCnCy:以Fl‖丁と略す)

成分.耶12のY･)10秒周朔4~T.こわち008-〟.I511Lの中心I.+J虎故をb)bのを低周波故(Joy
†r川u川rY .以 トLFと略す)成分とした｡

従紫札 こtlL-,の成分の人ききを分相 定には.71りエWrを71Jll】したスペクトル分
析ILか_恥 ､らttていr:か.次のような開祖がある.まず.HrやLF成分は･パワース
ペクトルLでIP中に分書きtlたど-クとして,T.されIJLL､ことがあり.伯に各成分のパワー
か小さいJa缶は.その成分の存否またはtIAttを換汀できない･また各荻分のJ3鼓か i国

外によ･,r Jl～.t'条件によ て異なるにtJかかわらず.各成分の.く'71を焦宜的に区切ら
れた..'r7-として!†甘せざるを符ISい 12日Jl｡ このため.各成分が.周波称の区切りから
Iiltれ1こり.用&･:旨内にr･何しない成分の′.'T7-か私人したりすることかあり.aI定位の

(.1戯作か供くIlる.



そこで.こわいの欠点を血恥jるためにLlLILr･1山スベ'/rJVJyqrd:川 と疲弟分F r一一■
を専人した1.1Tf71らのdf定JJzt-を揺州することにLf=.

すliJlt,.tlF成分の大きさを.早野7'の捉qLl二ccVd ro■poneDIcOerr)Clenl
orvarldn叶 的.成分焚勅使故伽 でJ<し.叫史料 推TT.～ I.＼良速止沖推薦並 の指t5

上し1こ.~れlld全島紳捷活動の拍伝としてtJ用であると<えた fAお CCV他は次の
J(で:[甘した CCV(n 100xIIF成分バTJJ ･2 .､4′均RRHj鵜 .

しかL l.r●成分にi'-Uては.その発生紗 FJit立さrlて才′tlげ.現在研怒ら､産んでい
る陳 でS.るれ Fに血化のLF成分がtf隻'(->什bL封 Jカーズムを介レて心拍変動lこ現れ
,･･しので3.7,うとJ,えりれている,その反射の遠心掛 1.心舶 交掛 蛙と史島神経の再
I;てS.JL. Jlり IF攻分比 d史料 ttと交劇 畔の貞JJのむ■そう汁でいることに
fJ.･り.gLNiに仝措沖持病劫のfbeとは1.りえ(.AtlとJ,えた◆そこで やIiり自己LpWスベ

ケrlレ分れ:.上;こ心拍幼 を分析しているra舶nlニ'川 の拙句する1.F成分とHF成分
の'Ir1-の比.以fIド IIFと枯す を交絡沖持仏動 は41の生島挿蛙店動の副生岳神

技店勤l=対4る稚仏性 の拍控として援用4-るこ亡にした｡

また.M̂ .q(i小首尺度の一つであるか.魁期間で･f･苛の史動をみる船台は 本米はS

Tt＼Iの状並小 尺々度を他用すべきであるか.ST′日 か.1約111に日本語板か市取され

1こはかりであ ,1･こと.く全くちかう いく 'か よあそう/- ､その盛りだ rilと

の日'lr).･17'3,11ことrごとより.本Qf'兜でIi.M̂ Sを他川することrした.

141,.Lur･の送状に帆しては本米は乱故J(fJとl=よるlttrr'Za仙山が望まい ､わけである

か.町'J'U)色肘掛Izlでは人尿公1P;-には思糾引ま今日l~施†lできたか,外米盟者では･治扱

骨をLT て施行Jるため.JF'itをJ=仏とした血仰~ねらいi･つりて.勃'LLh､あるであろう

好例(.斬TL 倫Ll牡的hLLTIより.L)lSTの約めを脚JJL/-鰍 こ 他の約め法bあること
をkえBIJTJ-1か披Or)遭択捉を一lえLl･良性を保 )(ン7寸ILtトコンセントを行った この
たれ LL,'n=T.卜0)′･イ′スかかかったことIi再めrJ.い..杓3人に1人はL)lSTは希旬
LIJ.か1た｡

よ/∴LH STの冶赦効光の判定LL盟T,のメスi'よぴイTjL上りに俵づいて,上絵民か
井軌 IJ幼 ヽ軌 丘化の4段常に分類した &瑚11好状か,liとんt'荊失したもの.打

力加エti状かIモよ血.SL1･i,の.烏効は症状かt&苦しIiか たt'の.患化は症状か善化した

bのとし11 I.は'.也は劾牧の唯 比 JLteul)ISTにpl抜タサ+LIJL'いcol和rkerか

tlk7寸べきであるか.1姫 の多いポ加 炭では･t;uJ能であるI.Lめ止tJを得ず主治医が判定

し/I..



llLt丘の挽従は 3群以上の没.汀ではi)故分析を,2eYrlilの換J寸ではpalredlteslを

川い1,-.

そして.甘雅 を保つ/こめに.尉IJとしてI8故人iAの?可および65生以上の苗点者には
rH STliJifTLfiかっ/1

b.研究Jj戊および対穀

LH STのXJLふ痘てあるか.持捷注入ポンプ与良mLrソ7十.†ムを0.05qjkBJDln
の¶缶にて.生Z;の正中BTl兼より持投的には入する.･}7ヤ,(ムの柁人につれて患者は
長門 ふわ と14る嬉しになり.次いて 1ねもけ を認める.さらに 6-糞のt,つれ｣

か山和し ■1かd少｣し. riとろみ11lLd)る｡そして,Tk.A的な呼びかけに対し

て 比布かfiく f+～. (好い宴且1をたてる.この時亡i.与■tk点と定め.ここで-/'7セ
∫,'LtのTt人を折 /'4る.1=1:し.注射用BLかtXhLRを也える特会はIE眼点に育ちrJ.'くてb.

fl人与件｢√る./Tt･'.Iムの注入敬は.耶 kgナ滋.1､寸る｡LL常AEは.前払の芸文'Jに
おいて 以内のLF常刈糾Fの平均Qlとその分放 t†2u)より D.]5-0.47■R,kgと定め

た.'の続出It,払淡の荊灯前の午後9時切に鳥行するL,

研溌 Iは.ます.i)ISTか-経とういう臥.lhに効髄かあるのかをJZl葱L.次にどうい

うtrト仙 ー効-1!かあるのかを111tした そして1日 STにせしたノアt･′(ムの投与鼠と監峠

旬IJは'-とひⅠH STに嬰Lt=ジ7セ′(ムの投■JGit>CMlの問係に-)いて凋査した｡さら

に.IH STかvIL7llslgnに枚は-4軒書を月代した ま1--桝ではあるか.DIST時の

ジー′t･,【ムのILu巾Zl度の維持も乃木した

IH STのfl劾疾公を月ATるために.【H ㌔Tを色LW 網し.その幼'Rを捜討Lた1
1根 は.心身LINl柑Lfi'よひその他乱捉まをfl寸る州 lおよび心地内相の盤古122名で
あり.W の内JeLl 今般性不雀仲'&124例.打紳神群久方柱16例,急性杜仲留16例.和 チ
モ37Tlitlel■tL岨批 辰ET8例 tB棚 tJe1.人う JkうeI,iB換1.t症挨群4e1.位

性帥 1～ W 17-il飼.神経性U 土庄 '朗 境界他人枯Flて官3eI.♯捷性食思不長症3
網 I;仕事後止好381.食性耳や2例 上人托痴紬 2eI.分輔 督人格杵苫2飼.神捲
れ人食止Iel凍蛸折 】例.畦且鑑 lel '<槽 支屯瓜 lel.援輸 lBl.き阜1例.甲状汝
枚能J-tAIFleI.亜適性人格耶 JeI‥ 雅 Iel.シー.､ン止6:EH 札 失声症1円であ
'/ム そのうr).T,托54名.女托飴色で.年生111欄 で,ずり年生は41.3･ト日.1達 (

ク肌 .JO.910.'収.女tt..刺_7-Ⅰ3.7歳 であ 'た.



秋に.lH STかどういう症状に効製カ､あるのかを月正し/･ 対象は.心身k.神接辞

i,J=tF{のI粘弧 を1J寸る内nおよび心療内村のbiGを対史に.延べ人政で 310名にD

1STをJt行して.その鑑札効果を刃点した｡捉棚 IJfこ凋べた1-btI,症例によっては.多

少のgr枚かJ)ら.転出の内3(は.全雌 不ri:梓省18例,rlf榊 撞失刃捉沸例.恐慌性梓普
:u例.J<bI食凋鑑25例,岩牧牲脳症鞍部24例.世性感痛IJl例,月換rm kL併13例,大つつ
耗Il例.t#組む痛8(札 神経性串吐症7軌 訪稲応TI札 牡粋4!人格何iJf7例.神経性食

.liiィ.血痕6例,崩蝕'A級淑 5例,神様性大地 5例 鵬 捉Jl例.馳 耳屯Jl例.･と人

佃 柵 LI例.分新 野人格件苫4例.蛙発症:i折.'Jtt菅支屯且3el.鵬 3例,頗 3
eI.EF帆良枚地ノーLjm 2例.鮎 tL人格粒'LII281.斜虫lel,ノー-ノ症俊群 1例.失ふ

症 t刑の合計 :祖7例で3'つf･ そのうち.91牲 136亀 女性 151名て.年生は18-別法で
.可,JJlilAfl加ユIHOft抜くyltL.4I.2土日0故,女推 ;42_8412_9抜)であった一

そして IH STに.#したノア十′,'ム投11屯と軌 効果の陀係を月べた これは 医療

朋 の父鮫において.けISTにおける}7七バムの投L}取か多いはと虹峠効果かよりtI
勿fiq]史かあり.それを劇寸りるために施行し1-.対穀は心身症.沖捜症およびその閑適

振出/irlけ るMIlもよひ心拍内科の公地 名であり.紐 の内LXは 今般牲不安障害LB例

.〔｣紳神臥 JaLL'rl5例.恐慌維持FLl･12el.I,tL分焚却If9帆 jb敏rtAa好hL群&例.塩性頑

痛5例 月換Jd _挨耶4例.人うつ輸3eI.授牲血柘:i例.神経性中D出直2例.筋痛症2

例.塊舛牧人揃W.l.'2例.神経性食盟不如LF-f2例.神挫他人良好2el.庸捕捉l臥 位仕

〟叫L例.tit応LJm,'<l背丈屯血11札 非qI軌 甲状腺故能JLiW lleI 斜頚Ⅰ例,

であ ,1･ そのつr,.リi作44名.女性58名で,呼#は2)～61止で.平均tF-おは42.)i13.I

JJi(91件 4).7▲10.9抜.女n:.42_5日5.1抜)であった.

さL･-)に I日 STに饗したノアセバム投IJ･且とCMIとの関係を月べた.これは.実際

の臥抹助Jllにt,いて.身仏的rJ先払や続伸的n鮎 か多いはと (神m -F_棚rt･1か鐘いほど)
日JSTで推批点にそる叱Iiilかふく.より多くのジr/セ′Iムを'&寸印穀かあったため刃it
Lh,対敏は.小身hii.神触 およびその㈹遡疾止をイ1す-る内科および心放内科のni者79
11であり,鉄｡鮎のLJl訳は.今般堆,6棚 rrlfl5例.n維神托火力症】2例,恐仮性仲平10例.

'4分鋸刃h-8例.岩牧性脱症候EF65g.世性鵬 5例.過換気捉併群4例.良性晩稲3eI

.神経性Wjl'L2例.筋痛L.L2軌 神経性食盟不払 2網.神経性人魚症2円.大うつ病

2例.1陣痛好Iel.性性Irql例,暖地 L例.'J問支噂息 1f札 uT76-日 例.境界屯人格

坪rLl,'lel.であ-'た.そのうち.知性:地名.女件41F'て.年片lJ… 古で.平均年鮭は

Jl.5 )2_1丘(リ王性 ;41,H 日,3故 女性 .JH_8+14.3故)であった一



ま1_.uISTか.垂苅なGJ作用をDIST姑行中にAi･古に及はさT.L'いかどうかを讃点
-3るために.r日 ST前後の,<イタルlJイン (血仕.簾的.呼吸故)香.菰前,#_岨点,

3051後の:1点において.鵡妃した｡i･Tkは.心Lj症､神蛙鑑およびそのr轍 藍を有する
内村および心扱内村の盤古44名であり.疾皿の内訳は.全般牲Jf;妥抑'.119例.自律神捷失

月産7例.恐慌牲位冶5例.'jiiti)変調症4軌 岩牧性似Lf_佐郡3例.蜘 3eI.過換

気症佐I12例.授性血稲2I札 神経性触 1例,訪痛k IeI.神経性食思不振症 IeI,

神桂他人触 】例,人うつ揃 Iel.肢痛rtlt河,併任耳qSLm.畦泉症 l飼,気管支嘆息

l軌 てS)-.Ir そのうち,91牲20名,女性24名で.fF&li23-61韻で平均年おは42_2+

Ⅰ2.5故 (9it1 4)..1+10.8jZ,女性 ;43.L 15.4故)であっ た.血古の並次にrnしては.

h'uul棲.T.Fの偏りかある′向.本来11ら.休出もir定JIBHに入れるべきであったか
その1ll.IF岨点において L分以内で胡定できる体温計をそのrh立坑院にはやえ付けられ

ていなか たため.やむおえず体温IJiN定項目より除外した

研'J～.,2JLLで.I)JSTの葬物故序の一端を解明するために D1ST前後の自律神技

横紙i･JLJtl史動から.,～ -し.M∧Si)施行し/. これは.その色LL的ftLL持枝的有用性から
推帯するl~.rl維神桂城能の一触こ何らかの変化かILられるのではないかと考i,鹿行し
たA-jIrや′IL.か代謝された後t)その劾rCか免れ的には抽較している印象かあったため.

プアt･',.'ムか代Jlされるであろう6日後にt)bFTTLた これ以｣二長刺たと患者は過戻して

その｢榊 神経汝能にいろんな修飾をうけろであろうと魁われたため6E3後と決めた｡また

良風Hu(致わ月)おかないと変化のでliいと占われている心Pt!テストのM̂ Sにも変化か
山るのでlま(.八､かと推察し..FE&の仏也t)少ないと判断したので.同時に施行することに
した 対穀はヅl作6例 女性ti例のlLI症例であるUq一解は22-61法で,平均年齢は404±

13.4抜 (リItl.Ilo.2ナ10,I故,女推 ,Ilo.6-1162i篭)であ '/こn対象の疾iE内訳は,全般

休心をPl'.1711札 思伏臥抑rir:1例.J*桝 11旺2例.ノ憎 恐怖症Jl札 過振災症侯群l例
.過tk牲ぷ1止bLL即1例.悔恨 揃 l例.墳非戦人格帆 l.')例であっ1.:.,珍断は,できるか
ぎり 米川fTr神KIP念のDSM Ill Rに従った.LZiJ;の逮抑 こ㈹しては. 上記fE'1様.若

卜のAlりかあるL

rlfP神経故地の.,YiFのために,約 1j司刷lI;は り坑木'G兼.kK兼Ijどを中LtL,振作FIVJ
u21時よりアル.) ルまf-1まJJ71インを請t.1k札 嘆畑を禁止し.DIST当日の午後

(15･-17t与)および甘口の牛後さらに6日後の午後の3匝L 白棒神捷棟能をjd定した｡

甜定において比 :恥〉以上の座位安̀打の後,さらにLO分F;Rlの仰臥位賓31をとり.心拍数

の甘止を捉Bした後.仰臥は音.71時の心功 を5仰:ilFMテ プレコ デに収なした.呼
吸は.Jl抄にIrr-I(0.25Hz)のJトロノ ムIJ弓により.呼吸故を 正二に保った.



心 【;朗 r' クよりJく政を嶺山.し.)杓=とのkFt問稲とRA'の時間的ほ訳を l■secの特
L色でdl'iIL//.IPL タの分析はむLilgW スベ'/I/レ分析止HLにより.さらに円,られた特
托和故に対Lて痕F分折目 を行い.d々の棚 岐分の･t.小用政牧とバr7-を.r耳した.

即ちれIJ成分のうち.そのパワーか牡パワーの59.以｣二のt,のrrf7JBli成分とみなし.さ

らl-それL--･のうらで呼吸とHLl中心朋&故をt/,t'のを血糊汝故 fhlghrTequeACl;以下

Jtrと巾寸).0.08-tl.糊 Zの中心qdE故をbつ1,のを瓜悶披放 くl-MIlr… eACI ;以F
Lr上竹1)成分とした一

本耕TL.ril.tlF成分の人ききをrP野''の跳 LIICCVetl亡tNL710D川IcOClrlCleJIt

oflATlll)rErr収iJ幼 疎放軌)で正し.心以 上拝辞TJ,Jbの缶だとLlTq.

/7 I.8の生島沖撲店tの相 撲店軌こiH るiE仏性の枯tfとしてPaBaJLrらI''

の以耶(引 .F成J,l上IIF成分のパワーの比 (以 トLr ltFと略す)を良川Ll=..

tJlST郎 垂のM^SのJi行h法(i tL前と6H級の2度にわIJ･'てJLTrした`

C.払 LL

Ja.桝'光川)i-..Rであるか.hT拡効IJiに上八､てIIL.1日 STかnL効の捉例の 122例rr.

'打糊 イJ効の7li例か 122鍬I'F'70例.切効の好例か 122例rrl12軌.D.化の虹鍬 まなかった
lJ勃糾iHiOuであ 1~ 絡抜出f止でtl助平 の 一指い払出は,恐慌牡的'Ll:.'<L分焚月症.n'TB
神什'̂湖 r.十位作木棚 1柏 とてあ ･/~ 人目 的.2糾以 トの好例lilJ釣竿とは言

i/.lいのでRlからIA除外した,一瓜 以FにH!接しておく｡世れ甘匂.･才物 l例.イす効
IeiL tftiL:rr勃 L例 'Attf文句LL;IJ効 l粥 坤捷吐入組 .IJ効 )e I.甲状腺故地

Ju幽L;tJ勿I～.分搬 野人棚 '!.'.書勃2糾.上人放血粧捉 :書物2飼.臥 ;無紡
Ill .料 :★効 IN 鵬 Li::七葡 l堺 ソー′､ノ拡b:群 :k勃leI.亜迎牲人格打富

:無効 lel.久Ji･虹 .1例 -方 今帆 ･F珊 Lrri･レでk効の弘明もあるのは.心因か
iでくrylLたり.疾兵制相的14位向を持1ていIrり.人格か人兼で3}1たりすることによ

ると盟1)rLる.今般経木珊 皆.致旺托耶 の錦 は米川稲井臥乍全のDSJlalFによっ
たor榊 井蛙失Ah:のき薪桝 11.1ppcDdlXに朋 1る --椴に.心身棚 の病名は透

析心付かt畦で恥任その1g_lこL収 J7会をやけて収r)ktみつつあるところである｡



I

色仏症状とrH STの鑑JA潮 製との船旅であるれ r)ISTの11-効率が高地であったの
は.法先榔 ･鉄症 ･冷鐘 ･y屯 ･NI難Ff迫盛 ･地 帯･孜魚 ･Jlやけ･劫&･･f:妄 ･不眠

等であ 'た.すJJ.'わら.上ilの症抑こDISTか幼製かあるということに1J.'る.-A.伝

良法 ･金地JFか こは濃化例bありほとんど劾父もIiく.DISTはむしろJG行LJiい方か

よいと公われる.妄想にbDISTlよ幼巣かDrl.?でき1jい く讃2).

DISTに饗したジ7ゼ′くム投'与稲と藍床劫火とのFW においては.各効果ことの･}7

ゼ′,1ムのi･均投LTmは無効Et.0.45+0.286叱.イ1効el:0.68_tO.384■臥 苫劾群 ;0.79

,'0.38Llqであり.3etのIF一均也には有意lJ.差を之+.ti動乱 首劾掛 こより多くのジ7
t･'バLを必噂とした くp 0_05.関目 .11も.射ヒ即は.0であ･･'た.DISTに要し
17ジ7七,:ムの投-1且は.t物井よりbイJ効帥 こ.打幼乱 上りも昔幼ポにより多くのジ7

t･バムが必卓とされることかわかる,D1STは人bEしたところでノアセバムの盗人を止

める｡つより.(}く殺ついた人はと効梨は汚いということf=rJ.ら.早く殺つく人は.従来

Lスう り- t-‥hれる人か多い印象かあり.lfIく滋つくわりには症状はとれず.むしろし
っかr)LLLl-心円鮎 か必卓と盟われるL

r日 S11~磐Ll.-i/Tt･バム投与丘とCMJとの他係においては.CMIの各領Jよこと

のンTl･-バJJI′均投一i恥ユ以下のようであ1た一l錦城 ;0.42 0165■宜.D鶴城:0.L18
10180叫.uJiLi城 :0.5610.244■g LV朝AE.0.85±O.4.% LRであった{DISTに要
したジTtリ,'ム投■J崩とCMlの1つの領域のriilrtJ血11崖を遜れ 1V錦城においてより

多くのノーrtZ′くムを必やとした (p 0.05.阿2).J:}体的Fl弛『および桁神的自覚症の

多いlVffl叫のTh抑こおいて.nISTのジ7セ′iム投LJ敬かイJ息に多く.人脈にいたるま

でにより多くのノ7七,(ムを賛したことを,J;唆しているq図 Lと,kね合わせて考えてみる

とCMJで神拙IJF僻I;･JO)敬い盟&はとジ7セ′くム投■Jtt)Jl,'え.効架bfI'効であるという

ことか推拝される｡

次に.vILalsI卯については.収税朔および拡鉱刺のlrTLJI:は,唾臥 t上:彬)後で有意に

d少した.脈qlLL呼吸牡u.#l旺点で†J鹿に増加し1=(Jk3).しかし.いずれの例も.

治汝的処77比'dLIJかった.

1例ではあるか.I)lST中および後の}7ゼ′くムの血中浪皮をi#足した｡本例はDI

sT蛸だ,液相分で人AEした.件lTt-か細kgあったのでジ7せ,(ム48Qまで授与して.終了し

たことl~/Aる,そこで5分後.lo介後.13分後.16分後.20分後.30分後.60分後. 180

分'tt. 丁彬 〉後 540分後のジアゼパムの血中A皮を'Jtす く&4.図3)｡磁位は16分の

4鵬 .9ng′11(イJ効治放浪皮 :105-15JIOng/tllで.翌朝には馴1.2nE/Jlまで低 Fし

ていた巾



研究Zのrl終神経良能の変化については.CCV折において.血前は】78tL12,前後
はエ08◆LrIClJ後はL.98士1.55と.イJuL.llIJ.かったが.LF/IIFにおいてIL {L

前は拓.:日3ELO.血'&1̀56,8土22.0.6tl後l蛾 8+19.8と.r)lSTぬ後と6El後に有

食fj■少をiT.し/こ(P〈O.05.衣5).す1JLいち.d交鼻汁捷棚 の批t5としてのCCV
Jl.やや増加搬FJJにあ 'たか症例によりはり )きかあり11患えはてなカ 'たか.一方.交

岳神技砧効の枯ttとして比朋LI:Lド l=J(心JLの交一基汁捷痛劫のd交岳神経活動に対

Jる稚LaYU では.lH ST翌ZltLHI徒にもLl点rl低下を認めたことにIAる.このこと

は.人Etの}71,'JIムによr)交岳神経満載か抑制され,しかもその効架かジ7ゼバムか代
Jlされた鞭bfl挽していることを小唆している.む床症状L'.同軸の軌跡 こあった.

I.Lも.臥 効果比を幼Iel,11効J2eI.*幼IeIで.才物は致旺ttq.I.' 有効は全点性
ネ'Lf阿ILI.'･急性竹JqT:･'ti分会淑 ･ノ6aE慧怖Br_･JB換触 媒Et･j4枚fhI症侯群 ･離
路AiI,丸句は梅坪や人格付'i'であった.そして.i′セ′マム築P切払の'['均は0.5010.26
qLk月でム 'IL.

また.M∧SぺJ7は ⅠH STtpuJにおいて,札0+)0.3で.L)lST6日後においては

2G5十川.AとÎり IILEIJ.d少を′J(し/こ(p<0_OiA6)｡jg甫MASか変化するにil
故/))Jを膏Jる上Uわれているか lJISTでは M J問で硬化LI=ことにftLる｡DlS
TのJF'W 軸rtJuか一弘力であることか小唆される.



JZl 心 身症 お よ び その F昭迎疾 iLにJJj る ジアセバ ム注入 #_眠 放払

(L)IST)の hfJF幼 児 (イT効率 )

疾 姓 名 イ7'効 串 (内訳 )

恐 慌 性肺'lf(n 16)

LxiJJ)変 調 症 (n8)

日印 神抹 久 瀬 症 (lJ16)

2

3

W
u

..I.

相

.-

A

]d

T

h

.-

叶

･(

痛

h

ML

比

蝕

捉

托

了

恒

ト

.
轡

卜

棚

l過 敏 作 Ju庶咲 群 (n8)

位 VLyld妬 くn 6)

為政'̂好 hL爪 (n4)

大 う つ 続 くn 5)

神経 性食盟木Ai柾 (n l日

｢㌫梗港検 脈 (n3,

｢境 非 … 陣 .i,(,.3,

]00% (L･効 5例. ′汀効 目例 )

LOOqo(JT効 8例 )

88Q.,(才効 8例 . IJ効 6例 , 無効 2例 )

750｡ (首幼 6例 . わ劾 E2例 . 無効 6例 )

7500 (哉･効 2例 1T効 I例 . 無効 1例 )

75,｡ (箸効 J例.1f効 2例 . 無効 l例 )

671㌔ (首幼 2例 . 無 効 l例 )

63Pt)I(名:幼 2例 , JfT効 3例 .無 効 3朗 )

50.Ho(̂ 幼 2例 . 仔効 l例 熊 効 3例 )

50,O｡ (イl劾 2例 . 無効 2例 )

0 Uo (無効 5例 )

0 no (無効 3例 )

0 00 (無効 3例 )

0 a. (触劫 3例 )



JkZ ジアゼパム11人睡JR触法 (∩lST)と監床症状との関係 (有効率)

打状
感光鈍収(n8)

熱感(nrl)

冷慮(nJ)

∬屯(n4)

肋軸LEiB嬉 (n7)

朗 (I137)

徽魚(I16)

kJPlt(ll6)

動作(n9)

イこ4'･(tlZG)

JFu(nZ2)

項部礎L!'L(TllLl)

有効率 (内.J()

10000(̂:効2例.イl'効6例)

1009｡(才効2例.ll-勃3例)

IOO9¢(̂-効2例.fJ-効2例)

100㌔(I.･効 l例.1暮勃3fPI)
860.(器物2例,.け劫4例.無効 l例)

83㌔ (才幼2例.1f勃3例.無効 t例)

78U｡(身効 2m.TT劾5例,知効2例)

7円b(溝助7例.tj効13例.撫効6例)

7.190(汁物7例.イJ効9例,触効6例)

7】U小(hA･効:l例.丁子劾7例 触勃L7例)

腹痛(n'20) 70㌔ (11効L4m.無効6例)

多7F(n9) 67U,o(首効 l軌 JJ効5一札 煉効3例)

脱却膨浪(n9) 670｡(器効 l例.打勅5例,無効3例)

訪内痛 (ll9) 6700(&勉3例.有効3例.無効3例)

鼓追放急くn6) 674D(発効2例.も効2例.無効2例)

めまい(Jll7) 650.(汁物2例,打幼9例.撫効6例)



500ち_

* 幼 IJ 朝 方 劫

(d35) tn3こ日 (rl2Ll)
E;41 ･/I't･バムTL人世瓜鼓IL H)lST)におりる}-rゼバム投I}且 と
そのh;沫幼 JR (心身IEおよびその他遵疾盟に対する)との比較

nISTに.GL1･ゾ7ゼバJ.の投IJ･E;lは.無効ITよりt>Il-効et那.有効
ITよりt,速効がにより多 くの ジアゼパムか投与された L)lSTは 人批
したところで リアセバムのrl人を山める つ まり11く滋ついた人はと効果
11舟いということになる｡



辛IPく0.05

LfEihA n鶴 城 uL伽AE IY磯城
(∩14) ll120) (n19) ln25)

..｡1

Eq 2 ジIrt,,.'ムTt人&tE鮫d:DIST)におけるジγゼ,.-ム投与且 と
cM l 心確テスト:CorrteLNpdlCallnJel)各傾城との関係

C＼11のIV領Jfの盤古に対し.I)lSTにおいて人■己1るまでに有意に
ノ′tJ,(ム投rIJ最か多かつた.
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J<3 ノアゼ′くム注入睡眠触法 (DIST)におけるIhLLf.心拍故.呼敬故

の変化 (n 4̂)

二子± 弓 sf
I

- (･1 2&5･LT･7十 ･9- r ユ ***

拡弘Jl州 U卜 山1g) 79 9 十1127 7Ⅰ.5 111.03 69 8 H.16

.ld.放 く 釧 ｡｡8 ...｡21,2.8

呼噸故 (一分)

LO.59 t)9.8 + 896

ト5車-.

* Pく.0.05

*++.P<0.005

これは tにrHSTの副作J71として.バイタルサインに致死的史化をきたさない

とうかi･刃止したt)のである 血LflまIJ題l二位卜する Cihufでは血圧任Fの幅比

少なくtJilは/iかっ た【心拍故はイ1歳に増加したか.30分後には元に戻った｡呼吸数

i).Tl息に増加したか.30分後には元に戻る傾F'lにあった.

I6



J(Jl ジ7 ゼ J{ム 注 入 NF_収奴TJ.中の ジア ゼ パ ム 血 中
虫皮

竺⊥
5 く分 )

ジ ′t･',..I.血中Zt皮

310.2 (ng/ ■l)

=) (分 ) 1291.2 (lI一′■l)

219L9 (D!/■日

196LJ9 (lH!/■l)

- 一･････1

2456･5 (爪8 ■[) l

.10 (JJl) 1798.9 (ng/■l)

60 (分 ) Ⅰ368.5 (nR/■l)

l

L

l

分

分

分

分

ハV

▲‖
U

入り

ハ
V

2

0nU

ハU

4

-

-

n

LL?

JI69.:i (llri,I日

日66.0 (nR/■l)

HLl0.1 (ng/■日

841.2 (川 ノ)I)

)田 で は あ るか . D ISTJi子TrI.お よ び後 の プ ア ltf

バ J･の 血 中 虫 度 を iN定 した ネelは ‡6分 で t った の て

16分 の4966.9nE/I) を 巧 妙 と して . 徐 々 に 低 下 し翌 朝
tll}過 ぎ に は84I.2bg)[まで低 トして い る｡ 止 常 態 か
)05[540ng■[ で あ るの て . 甘 朝 に はjB常 の 内 fr旦 程
度 の 血 中 再 度 に 卜か 1て い る こ と に tLる｡





項目 (クo) DIST前 D IST翌日 DIST6E3後

LF/llF Jot.7 93.8 40ー8

CCV 0.78 0.62 I,J6

LF/JI打CCV 56_じ 5こLU 54.I2.69 2.81 I.87

LF/TIF 56_6 48_4 51.t

CCV Ll2 1.63 1.00

LF/tlF LOG.8 71_5 51.7

CCV 0.44 0.87 0.78

LIT/HFCCV 40,3 33.8 38.J2.35 2.24 1.54

LF/rtF l25.6 43.6 4l_4

CCV 3.1J 5.4LL 5.97

LF/JIFCCVLF/llF 39.IA.2J) 30.5 32.1

3.12 3.ー5

l23.JI 43.0 73.1

CCV LOl 0.77 0.LIB

LF/llド lOl.0 75.6 89_4

CCV a.6J 3.00 3.73

LF/HF 106_0 8l_5 78.5

CCV 2.Ll7 J.96 1.99

LF/HF )02.I 72,1 92,4

CCV l.58 I.28 i,'26

55.I LI2_5 17.0

CCV I.】5 1.35 0.77

t37,1 92.9 55.6

CCV 0.66 0.77 0ー71

Ll.-/llド 43.3 36.9 35.5

CCV 3.7l 3.33 3.34

ド/Hlr 56.8L22.0*
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&6 プア七,(I.汀人BE軒珪 (DJST)病後の瀬在性不'iE尺度

(NantrCStADXleLIScalE･;MAS)における変化

(n-)4)

書.l} 0.05

17lST抽iT後.減作性不●4:尺及 (M〈S)のfJ丘fi低下が詔め

りれた_d常M∧Sか変化づ るには.故JJ)]を資 Tるとu われてい

るか. 6Uで食化づ るとは書 きであ 1L..I)lSTの心安を和らげ

る句 'Rtか.亜JJであることか小唆 されていると思われる

20



d I. 早

d l 研7H についての々亭

【ジ7せ,(ムの臥 幼1娘についてJ

ジアゼパムの… 製については.すでに内外に多くのやJEt-17日 一日 '= ● かあり.自

'tP神鍾'&淀化nlll.荻雌 作用なとの身体的jF押作用の他に.執抄作jr).繋耕 作用,
抗抑うつ作用.抗イこ'C･1Lく鮭作用fiとの稲村兼理■紳 助FLiか&められている.

さJJl-.RaJ血Lい '1- の秦野 的研'itによれば.ジ7十.くム11.8ltfiJbQ如こ対する
叫化件礼 畝JW 川.訪弛控rl用もよひ抗昏サ作JflをIJJlるbのとされてL,わ.また裁物

についてのSはE71的ef駕によれは 少鼠では軸椎的に白払銭W .lJ.'どの必k系に作用し.

比按的人見でIi,鼓苛に作Fnすることが.丑めりれている

したか.･'て.少Etでは臥 的には息ZEに払71を及はす こと/iく.Jtt'{A1し疑 一繁も盛を
促71させるrr川のあることか期待されるか l)JSTでは,丘王かlJ:くなるflJギりまて
ノ ′ 1,-,LLを投■JTることにより.不安 ･崇敬をより並く坊fW ヒしようとするもので.少

放校IJよりbLH STのJ)-か.艶力fi虹JAL幼9!か耶書される

HaJMlrhr911 し, ジl'ゼ′1'ムの作川について.cllJord)ampoxldpとr'J鰍 こ月鵬 への

刺汝を抑制し.海馬をより敏感にするのだと述べている,本邦においてL I:盲知らzn か
ジ7十′てム10LR投一i後の薪彼のや榛にわr:るf一抹什β波の山現を稚ク.してもり,児玉7.
のJJ-d雅外AL後胤 のS;政の分軌 こ従い.ジ7ゼJくムの皮苛 トおよび遡奴糸への作用と考え

ている.
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't)lSTのlr幼魚盤について】

DlSTを心身L'L *珪症およびその場地 にJRrfL.悪性ttm '.先分変温 日

印神技文男症.今政経不価 晋などに対して1J鎖串が高く.一万.人うつhp'7.槻 食里

+一dL 眉雌 役立k.境界世人格付'Hなどには*効であった (ム11.,すなわち,DI

sTlまJF雀や文名を伴う摘々の疾患に打効で.例えl稔 性牲付すlJ.とに1111ぽIOOlに患い
†J句中をもっことかわか-てきた.-A.人うつhlや人格肺'i'や人格PlUEを伴うと考えら
れる■推比企比木h免やEi捷菩後並症Iiとの芸甘地紐 にはk効であることもわかってき

た.jW 仔とは‥えないか.-瓜 &Lの急使杜仲晋.'xTtW ヨ鼠 白子榊 捷失Zl症.全

般性木管持rir.没吐血痛.肪痛症.神技托唱吐症.過戦脱 炭et.地 政痛.呈換気症

扶郡には一度はM )してみるIF掛 まあると盟われる,

rJお.)<lて用いりれている炭塵名は,拓■疾史に関しては.DSM Al Rにより内

It久也にL.いてIijirT甘草かLっかりしているか一心身症疾患に対する彦新鹿唯は.いま
たILtl.L'ままであるtEliト神経失Zl症の.Chl折脚 についてはAppel)dLTに王dGLたれ これ

一つをと 'てb.またt.･身医予会の統一iLA事Iifuわれておらず.先胞 上である.,心身症
疾.盤に対する詮前席呼は.今練の免鼓か約たれていると患われる さらに.或Iの診薪に

おいては.:1人の治地軸 ､それぞれに診qTL′-1-8).テ一夕Er件のIニ葡性は詳れるものと

出われるか 一般のffJtl奴院の限界までへ1トをJiくLI~つもりであるt

幼'J!の判'i'は.Jt架は.治療に庇捷関IIしないcoyorkerか判定すべきである机 兼務

の多いIIJ伽 院ではJfdJ他であるため止むおえ寸Lfu-促か判定した｡

よ/∴ 人 研究..では.1ラソーホt}おけてもらす rr)か輸院の別井のところである｡そし

て.コ ノトtl-ル･スタディt)やれておらずやはり.市立病院の似非のところである し

かし..5枚･喫佃J'とともに々繋したン7ゼ′.'Lgt計糾せテストにおいて11.2Belの正常
>l耶即をおいて.一心0.15-0.47t吃,rkEというTF常軌 ま得られている.

さJ,;itセ11紐 16のdoserlnJlnEか必やと盟われるか.▲Pf実においては症例牡の
Iiら一}きが大きく.脚 と考えられる｡加えて.本研究で比 I7勃茨皿の31血に主IiかZZ
かれており詳hflデ-タか残されておら4'.疾皿bのdoserHldll)Rli Ji後の研究未達と
してゆきたい.
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また･A-L苛らIi'は.村仲村領域におけるi77ゼ′(ム7:i肘の色床劫火を発表している｡

その方TLlJ.ジ7ゼ′くム注射液を20㌔ブドウ七液に癌かし.址込まない仁政にゆるやかに

n:人L.1}-′t,J･くムlO～JOq静漣を侮u (または隔日で)症状か故uBするまで提げるもの

である.よ推 11.分淋 8例.神軽症3例.境界812例.うつ状岱J粥.てんかん )供の

)5例であ1た｡幼髄は.息効4例,中等皮有効4例.雌 71効3飼.t勃JeIという好成

稲をあげている.棚 11.分見暗2例.境界何1粥 てんかん JeIて.箸劾鰍 L 全例

･}7せ..'LL20叱以ヒ投～の症粥であった.

rI'L-･7' Jl.}r'七.くムの内Lk (投':J免は6-15tR/day)でii開削 7eIではあるか 有

効ヰが一いJのは抑うつ神経症t'6/6;lW ).心気症(grJ2;751人 .6安井推症(8/‖;73U,ラ

つ編(3'3:tODllで.1J効率か償いの111人神軽症u/4:251>.亜迫井蛙立(0/1;0‡).分要
鈍く′52!'ll.i15hi:(0/I:0II.6;器質性性格斐化(0/2;0tJTと報告し 我々の研究とほ
はL'ilt暮(ある.

田中J,)''tJノア七バLの内JF (投ri鰍ま6-3tb/day)でiL例故69eIではあるか.有

効やかわいのは.ホ'iE神経症(31;75‡).A)うつ神托縫(5ノ7711).沖捲丘鰍 4/6:GTr)

.う.Jh(:ul.751Iで,打効率か低いのは捕神分裂揃(=/2:I.47I.ヒステリー(2/4;50‡

).器1̀榊 ttrF'(l/I.25r).艶病(0/.1:0方)等と報P;し.これし汲々の研究とほぼ同様であ
り/._A

41日JJL･Jr'は ノアセバムの8tgの内搬を症例批 岬ゆ 内村糸晩むに対して検討してい

る イJ効中か'1:bL､のは.inIヒ性親戚(6/6.JOOX),l日収収練他J'こ巡ニ1.i.(l/I;)00‡).臼Jff神経
久.棚一'll.(2/:3.67I)で.イJ一効率が低いのは.人は横紙yi解く2/6:331).'̂Tは 鳴息(0/l,OX)

でS,･/こ,淡々の桝'PLでは.)C腿挽倣 常にはlJ効率が71m /7)で.I.rv文喘息にも有効
でS)1た.おそらく.ジ7ゼ.マムの投与舟か8■月と少†1'くしかb内服であったためではfl
いかと<えりれる..

DlSTは. llt'J触りであるか.JF'i:･実張の鉄幹助祭は 1分であり.かつ.その効果

はジ7セ′(J▲かLJ体からyashouLされた後 も持捷すると推拝されるLこれは.症状の軽ii

の持虻 掛 ｣後のLJ.' HFやMASスコ丁におりるYl一点叫少によっても支持される｡さ

らに良くーの耕dTltとの状態を特技させるたれ 我々は.ジ7セ′くム投与JLに見合った抗不

'4才 の持功と仇を赦 し.内Jklこて投～している｡



ただし.瓜庄内で内兜した症岡には.救カ月'&に再度DISTをJt行し.再び抑 化を

はかることt)ある｡f!作例を,布けてみる｡43良女性で,19PF)2月に.追及気症候耳の

発作L:て実包入院した朗である机 DlSTをJrIlL.プアゼ′t'ム22叱 (0.55q/k£)に

て先作は治まり.少且の抗不安藁の内FEにてフォローしていたか.翌年の4月に夫との局

埠を引き金に.iB換Jm 餅 の再発作を起こし,両人提した｡DISTを再Jt行し,ジ7

せ.てムt細 く1.恥 /kg以上)にてt)人艦LIiか ,たか.究作は治まり.以後人丑の抗不

'G葬によりコントロIJL,した その後.夫の仏力をI得て.抗.不安兼を*71でき.2年後に

治虫した.この例比 人か人身死亡可i故を起こし交湖 11務所から出てきたはかりで.お后

に砧れているという姓い 1位噂のため,再発したわけである机 その牧舎でも,DIST

により.きちんとiiI状をIL･･,てあげることにより.放者だけでId-く人のIJ軒も得ることに

なり.その後の人へのアブL1-+をt,oJ能に1iり.完治したと考えられる

LOISTのIJ効免状についてI

また.DISTかと-1いう症状に効果的か (}{2)というと.島地棚 .触集･持碁 ･

耳屯 ･hSJ上迫は ･舶 ･触 ･*やけ･動件 ･,F苛 ･稚 等にも鈎であっ/こ これらの

仏紙は.いわゆる(7紳神経久月捉状か上であるp術に.不賀 ･不唯への効果は.ジ7ゼパ

I.かlとして皮質 トム上び人岸辺授東に作用していると推葬されている日日 か.大量では

IiUぷ ･政矧こbrHtH るとL}.われているZ●'ことを々鎖71ると十分に郎l連肘 土方えられる

｡一方,侍出店･妄患い企出.小坂等には.あまり効父はなく.むしろ盟化例かあるくらい

で.これらの1'r_状を日按にl)lSTは他用LI.こいはうがいいとBiわれるU

71l一状の幼rAの判必 こもいては.し1かりした¶正広叫か必皆であったD特に pa川の症

仙 こもいては.pa川SCalL巧 により戯軌 こtJJkすべきであ-,た｡しかし.本研究において

ti.ももよかIとういう柘1人にDISTかイJ効かを羽虫㌻るのか目的である1=め.主治医

のJLEに†u'll麦ねられた 4L米は.冶奴にLll捷朋131しないcoyorkt･rが¶定すべきであ
りし-'かりし/こ判跳 iYJ5､必要であったか.五番の多いrrT輔 能では不可能であるため止

i.も3Lす⊥治れか判定し1=.

中り H.t'.ジ7t-′(1､の内服による症状の故再度を報告している.不収 (改吾平81㌔

).JfJG定気分 (改詩碑750o).JF有 瓜林 芳弘鹿部 (改古平別㌔).威痛.ふらつき

.心挿花進.しびれ&.rI起りなどの心気症状 (政吉4160%)であるれ 我々の結盟とは

は同様であ ′こ JtllJ]ら川 t'.JF安-繋弘法 (a(純 今｡).d痛 ･耐 (改善率79㌔

).心軌的仙rIq(a(押 6700).ノ碓 (改簿串GJI㌔)と確告しているか.これも我々の抵
触と11はftil蛾であ '/こ.



(L)ISTに繋したジアゼ′:ム投与丑と監抹効果について｣

次に.r)ISTにIiELたジ7ゼパム投与量と&-床劫火との倒伏を検討した (図 I)｡無

効L汀よりも有効が.さらに栽二効群にジアゼパム投与且が多いという結果であった｡D】S

Tの器効虎は./本音 ･繋弧が背LIJ=こ先進していると考えられる心身権,全般佐一不安妙音.

恐t靴k肺苫1ELtどの疾.LBBで.不安 ･緊強を鎖静化するには必然的に大鼓のジアゼパムを要

すると推測されるt,そして.DJSTによって十分に鎮静化されると.症状発症の原因と

考えられる不rL:･緊張が取り除かれ.16_はが改善すると考えられる.-方.無効群は 少
泉のジ7ゼパムで掘ってしまう人が多く, ジ7ゼ,,'ムが作用していると推測される良好下

および火脳辺女系の鍬食は軽度で.心身症というよりはむしろヒステリーや盤迫傾向及び

疾揃利得等の心関が深く㈹L}している神組Ji糟の梶例や人格阿諸が含まれ,しっかりした

心月旦触法Iiとか必姫lこなる群と考えられる..

ジ7ゼ′てム投与鼓か多いくまと芽効を示すことだりを-FJ'膿すると.ジ7ゼ′(ムに対する容

敬伏lf･也ということが関宿にldってくるt.しかし.DJSTにおけるジアゼJマム投与且が

多いということはどういうことかというと.ノアセ′くムを0,05▲g/kgh)川 のその固体に合

わせたスピードで花人して人眠するまでの時Iiilが長いということで.打馬借の015-0.47

mR/kRより多くのジアゼパムが投LJされることになる巾ジ17ゼ′,1ムの作用点が政質下およ

び辺以東であることを考dijると.そのEa体の皮質下および辺lよ系の興奮かより強い二転省

ということになる 皮野 ドおよび辺抜糸の執念かより強い患者は.梅端に言えはジアゼパ

ム30-60ARでもなかなか鎖静できないはど析柾ということであり.その制定月三者にDJS

Tは.その効iCを発邦するということにfJるD一方.ジ7ゼ′くム投t=)泉か少rJ.tいというこ

とは皮閏卜および辺触糸の熊潜は正常で.L)lSTか皮懲 Fおよび辺如来のgtE軒が正常Ii

省に対して効梨を発揮しないのはそのLB者の妨態が岐慣 ドおよび辺汝系の喫菅を伴うもの

では11いということにlJ.tる,例えば.以前ヒステIJ-と呼ばれていた鮎換性岸雪11とは,

この皮質下および辺汝系の熊毛が正常fl即に入ると盟われるoこのB手のヒステリー等は.

別の拾故を必せとうると盟われるOこのように.DIST比 そのEa休に応じたジ7ゼバ

ムの必要寂がわかる利点bあるとF■']時に.皮田下および辺汝系の恥育がより強い.Zii者には

fr効に作FT)し†:r叔b柑られやすいという両面の利点がある｡

また.Ef探劫火とlrrLJl三と心拍敬のI粘堕b凋血すべきであった那.これも今後の課題にli:

ると.lZI.われるt,



【DISTに要したジアゼパム投与虫とCMlについてIJ

CMJのJつのCji域とジ7ゼ′l'ム投与最のI昭係を鹿討したとこら.身体的自覚症および

栢神的LI姥症の多いCMlのN磯城の.rE者において,人眼に至るまでにより多くのジアゼ

パムを必堕とすることが確認された (図2)oCMlは,本丸 神経症傾向を知るための

心BIiテストである92'が rV儲鰍 こ屈する.'Ji省は.身体的愁訴Iiちびに稲神的愁訴が多い

ムヒ例で,この巾には.不安 -緊張の堆い神捷症と身体的愁訴も多いが不安 ･緊張も襲い心

身1融 i多く含まれているためと考えられる｡また.CMJの野間項目の中には自終神経失

調併向の診斬に有用な内容t)I.5まれている"I｡日大版CMlとして一部で使用されてい

る. r阿艶地による日経神捜失調症の分類｣として知られている‖".このように.CM

l自体が日印神経失調拓の診断と結びついており.CMIのrV領域の延着は,自待神捷失

調症という心身症とオーバーラップする部分が多いと考えLDれるoDISTがこの日経神
捷失胡症により多くのジアゼパムを必ぜとし.図 1とZjえ合わセると.より効果を発揮し

ていると々 えることかできる,.

[〕lSTにおりるジアゼパム投与inが多いということは,その固体の皮質下および辺汝
糸の恥合かより催いということにlA'る｡ この皮ff下および辺汝系の興書かより強い患者が

CMlにおいてはよりIV鶴城にたくさんいるということを血接はこの図2は示している.
当然と言えは当然かbLれないか.改めて確iJ.したことに1.L'る｡

DISTrT]のジ7ゼ′Iムの血LIJ濃度について〕

LHST中のジ7ゼバムの血rll兼度は,ジ7ゼ′:ム鎖静的値にifする点で頂他となり.

ほんの取分であるか.11効治始点皮上限の:1倍磯の血中表皮となる｡このことが,大脳辺
は系の興軒を抑制し.綻状のt5(苦をもたら勺のではJj:いかと推測される｡そして,ジ7ゼ

′(ムlま.野朝まで残るため.この冶鰍 こは必ずlHJ以 ヒの人尿が必要と増える｡



LDlSTのその他の利J,Lえについて)

DISTのその他の利点としては.夜IH】にベッドサイドにおいてDJSTを医師が施行
することにJullえて.戊軌間持続していたhi三状か l回のDISTで新明に改菩するため.医

節.JJl廿liilの析掠l対係をより深くして.その後の心性娠法への導入もスムーズにti:る｡また

.齢 によってはr)lSTLEi後Jb.1-を起こしてインタビュ を施行することにより,より

深い内卯を告rlLてくれることもあるoParb"'は.ジ7ゼパム10-3Ozlgの静江が.pro

lntervleVrDCdTt.aLTOnとして,仔川であると報i_きしている.践mらMJは.面接を目的と
する壌合ジアゼパムを25倍の農留水に蘇かし.0l耶/kgのBtをuTl江するとJ:いと述べて

いるD金子らm I,10叫のジアセ′<ムの静江により.榊 敵地的接触が容易になり.診rT

の榔肋手段としてt'布川であると述べている｡この作Jnか.ジ7ゼパムの血接的li:作用か

.不雀がとれたことによる二次的fA作用かは今後倹討づべきことであるか.Feldban川

bジ7ゼ′くムか州 ordlaZCPOXJdeに比較して.accesslb】=Lyかいちしろしく強いとのべ

ていることから考えると,ジアセパム本紫の作用の可能性がI'.SL､と思われるL,

HHSTの一於 性について】

I)lSTO)州什川であるか,まず眠'刈 -ふらつきは多少認められるものの,翌軌のrl党
8)は寸 ,きりづると答える例が多か1たu次に,祈B=器系への影Vは.滋3に示すごとく

汁.缶にlEl此 ド陣と脈拍上好を認めたが.掛 こ処関を必要とづる例はIiかった.

さらに, I)ISTの呼吸器系への影書であるか,滋3に′JTすごとく呼吸数は布跡 こ上昇

したがIJuk滴は処ETとを必坐と勺ることはない∩ジアゼパム,TP作の川怒ら川 の論文では.dJL

JJ=かわずか下降し.呼吸故は増加頼F･Jを示すと述べ.我々の桔火と同様の報告をしている

｡しかし.過ム10il=F;uて 】例のみ,鳴瓜出石において呼吸抑制に対しJTノビュ-パックに

より呼吸を敢阿介肋した山呼吸[1-afiiのある公古に,DISTを施行する齢 は.アンビ

ュ Jく･yクの川題か必婆とIiLわれる｡さらに,,TF榊 牛の血TT楢は時に出現するが.いずれ

bf上人を税けるri;]tこ痛みはWJ久し.後遺症は何も残さなかった｡

また.KT味効-p-とLLl此 と心拍数との側連についても調血すべきであったが.今岡は手か
Lidらなかった｡

小児および65歳以上のJi.人へのDFSTの適応は,まだ安全性が秘認されておらず.一
応ii合わtLておいたRかよいと.FAまわれるO



CrL,eLIblaLLら"'は2例のジアゼパムによる自殺未遂例を報告している｡1例は.61歳

女 紘 多発挫骨航跡で,三斑系抗うつ非の拾嫉i･うけており.ジ7ゼ′(ム約500tgを内Fk

L約8時l;u後に発見され ジ7ゼ′くムの血[F'濃度は約4500ng/Jllまで上昇し,半減期は57

時ruであったが.24時間後には着払 ますっかり回aiL2u後に退院している｡そのr乱 接

遇扱媛だけで他の処班は必単としなかったそうであるoもう1例は 28硫93性で,他に病

'AはIJL-くジアゼ′マム約20001gを内IWL.約LO時FiRl後に発見され,ジアゼパムの血中浪度は

FJ20000mg/hは で と労し.半減掛ま17時間で.2Er後には音BLはすっかり回復し.枯神病
鰍 二転綻している｡そのIul.壬も辿拙策だけで他の矧削ま必資とLIj:かったそうであるOこ

のように.ジ7ゼパムのJlfL中濃皮が高くてbviLalsl卯には,ほとんどRZ育なく.意識も

速やかに回払うる｡症例によ1て,､持戒馴 こJf･があるのは.年齢,基礎疾患の有撫および

抗うつ典の使用のも勲によるのでは1iいかと々 寮しているoDISTによってジ7ゼ′くム

のrLIl中浜皮がrこも損皮となる症例t)あるので.一泊の入院は必資と考える.また,ふらっさ

等を訴える.tit-a.に比 さらにt,うー泊すれば,十分と患われる｡

d 2.研究2についてのJ,-蘇

Fl子持神推棟能について

L)1STの4t-劾Wy･の一端を解明するために.DIST前後における自律神牡鹿能を.

LllJ!jら7'およびP脚 nlら"Jの方法により検討したoヒトの心拍変動には少なくとも2つ

の).V波牧成分が枇凍される7-州 o lつは呼吸に一致したI,5波数をもつ成分で.呼吸性胸

椎不軽脈 (RS∧)成分またはrIF成分と呼ばれる.もう1つは約0.1HEの周波数をもつ

成分で.lbLJとのNaycryavc川'と胤迎することから.～.lyCrmVCS川USarrhyLlt)la (M
WS∧)成分またはLF成分と呼ばれる｡

tIl･野ら7'は.proI)ranOlolとaLruI)ineを恕lみ合わせて心はhl;IJ交膿神経活動レベルを薬喫

学的に紬正し.HF成分の大きさとの(蛸 をJJJ折し.ItF成分の大きさをCCV鮭 (%)

でRすと.CCV他は心乱刺交感神経活動レベルと底投的な比例IXI係をホすことを兄いだ

した｡



-JJ-.交破神捉活動には肋ycryavcに一致したリズムがあることが知られており川

MWSAlよこのリズムによ･･,て允牲すると考えられる｡しかし.MWS∧は,β道断兼で

杓久せず,むしろ.ltTOLl川CでE-u)Jに誠少する■2'｡従って,MWSAの発Bl成l事比 交感

神経臼体による血接的媒介よりも.動脈比のNaycryaveが送出神経性 (副交感神経性)の

Ilf受容休放射を介してriIJ接nr･)に･LJ白変動に現れるという秩序がFであると考えられる｡よ
って.MWS∧の人ききは,動脈止のHayeryaveの大きさ (交!轟神経性)と圧受容体感受

也 (ポIJ交感神推推)の掛 こ比例すると考えられる｡そこで.I'a脚 】ら… か考箕したLF

HFを.心Jiの交感神椎の副交膿神技T所動に刈する俊位仕の指標として採用した｡

そのi.与父.LF/lIFにおいて.llijl了Jの他に比較して.DIST施行の翌日と6円後の

両jJにおいて イ伯 な誠少を認めた..このことは.DIST机 交換神経活動のAiTJ交感神

経活動に対うる任は性を.戚少せしめていることを′JTしていると.rliiわれる.,なお胎Tfの交

感 ･州交感は逆で.D1STは,似管の過勤を人並することが予惣されるが.これも今後

の皿也となると魁われるh

Lから.ノアt,,,'ムの他馳成人の1'･均TTl久平城助は35時間であることから,ジ7ゼ,(ム

かはば代諮されてしまっている6｢l後にt).その効柴か特撰していることに11る｡塩味的
にも./I-rゼハムがはは代謝されてしまっている6El後まで,その効jRは持縫しているよ

うである

何故に,ジアゼパムかほほ代謝されてしまった後にも.その効製が持校するのか.その

メカーズムは不明であるか.大隅辺汝系のfi7勃興食かジ71･'パムの -̂比托人によって.戟

力に助糾 ヒされたためと.IH.われる｡なお.CCV.LF.llFにE姻しても.̂ppcndLXに記
収した.､



LM∧Sについてl

fiも.･F'kを淵定するために放った野r,惟 法のM^Sであろか.心身症の診療で艶 77さ

れているため採用したが.J6架は馳 状!臣不安尺度 (以下STAlと略す)の r伏臥

'GlfW でみるべきであった｡何故なら.ST̂ Hま舶 (遡上)港間)の不安レベル (

状延不省)と作柄に傾ぎした不脊 丁特th レベル (特他不rk)をiN定し.M^Sは.ST

AJの 特姓JF,安 と相関か,:もく. 状韮･6貰l尺度よりは治掛 こ敏麓に反応しないと言

われているI~めである'̀ 汁 MASかiN定しているのは.一喝･的Ii情動反応である r状

蛋+'4?｣で比riく JF'iEに陥りやすい牲棚 向である r特性不安Jであると=Tわれており

寸ることは Jtくr足ると!藍われる､

rその他l

他に ′Tf′,IL､を用いた#眠汝故の研究は.内外の.芸文ではみ3)たらす.当研究か初

めて>iLlわれるE

r.Llも, LH STの眉嘘の研*L.についてir及していrJいが.その研究..は.1E_̂文のJL-着古

の竹内及びその仏院のh岳か,行いつつあるところであり.後進に畑たわている

L･ まとめ

収々Ii ジーJ'セ′,'JJL人N!眠汝淡 くr)IST)を開発し.積出にfl川=′ているか.この

nJSTu.今回のUf'A:で ･F賀 ･緊弘の触い心身症lJLらぴに神捉虻の症班 (王に不安.

蝿穀.繋駄)の政再には.†l幼心治教法であり を十作t,託い冶汝法であることが,]-{嘆き
111="

そして.I)ISTの女勉eL序の-姓を探るH的で.n律神経枝地検{およびMASを拾
抽前後でJE行し.I)ISTか交終紳輔のaL交慮神経によけ る掩LIt作を強少せLれ 特性不

安を唯事丘-Jるt･J仇 か.J､唆された.

(.｣耶I

Jt併託は /'7十才′,'ム耕tl的魅テストを開先された挺zBi軒先生にご助..iいただいた｡

ま1-.1の研究の 苛を苅‖州 Fg際心身院学会および苅3LIlulL).+心身医学会捨金などにお
いて允RLfl.当研究L.の一雄はまた心身臥学 (35怨.pJ)27L1279.L995)に舶載された.,
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片.lppMldlX

CMl;J ネル臥?抽故(CorhelJJPdlCa)1ndt･xHi._ 3 'J クのコー不ル火7の
8rtJdtM や恥LrL･-)によ 'て Bihの小身～-dliにわ1-る臼m'Lを.比世的短時間の
うr.1=刃^することを目的としてJreされ/Jfrpr伽 の心PPテストである｡わか

Mrは.企久･在■EH かそのRJtT認取をつくり.そqJ陛 托 し必卓と監われ1=
tt悶Jbllをいくつか追加し さIJL-床flが.内l川 東Elrを対繁に.q桂正吉判
別の斗Pr.～/.1る棚 l閑を佃 Llこくl卿 )⊃
rr悶内界は.Ji仏的r]瓶 について lGOJZit](女rHユL62旬日).t花拝的自先

山●こついて5】項UからlAり.<はい <いい九 ･の2n:iLである
+tfAft等脚 は. IからrV戟叫までの 1軸J<(-_JJJ.'1(,IL 領域 】では神性症で

ある～いうk泣か5､のfJ立木7fで生血されるtいう丘珠において心PF的正常と
tlr.Lr左1であり 敵城nではF;'1様のAl人で斗推知と刊'dFできる 触 Jlは.

とrL'かと.i.;tは心JT的止常すあるPJ他 か裁く.iJl妓mli.汁捜従の可他 ､

･きいと¶止される, ~のテス は 棚 人の心身のJfhを知るこtかできるので
心地l勺iIではよく他州され丁いる｡

M∧S 州外外IL'i:J上庶 (hnlfcslanllt･lysrdlcJは.∫LTaylorによ 'て11953年に

党人Ltれ/こ竹Fu柾止による心PLlラストであるれ そしモいユヽ1hlJ)( 不l/タ
多血人柄Hii 叫lrlnPSOlaAJuILIPll･r)pr～On.lhLylnvL.nLry)かJ,抽出されたテ

ストであり.以 トの内科 こついての珊問かL7I+る L托抜する筋肉糸の無駄を伴
う川がdH脱離なとの痛みや拙文･lTl･Il･制嶋のh札 柵 ･jdf'J･允,,,hなと
の々外連動のSEiに)`'2)持扱うる内戚糸の宋銭を什う (食欲rt払 一也p象 はき

り. トH.PWよ冷膿(.Ltと)..Cl)fIT神11')仏として.1L,lllノJOtf･.(上rJlの持捉性の低
ド.tL雑感.妓ツ7感.iR眠.多少.人･IL●jlI.Lと繋般rt･l:-bめるJTrからの連載など

lストIl.I.そう ちか う >らJJでtJIJ.い の;l作也である

i.Ct.ll冊nの41Wl変動には.呼吸仕洞MJf:棚 =tS∧)と血上IのkIYCrYaVCに岨逮

LI=Nflネ撤 収'J)川WS八 か&めl'れている.RS＼i如LlopIJleによ1て

方叫.+こd少1ることから. Lとしてd交釧 肝のrLJ-tfとJ,えられている｡

リTfrll.RS∧の人き.さを'iニ瓜的にJiすればトして 成'Jl交勅侠放cotpoDeDl

rl't･rTlr一･nlorvJrlanCC 以 トCC＼)IL､う薪しいバ7I-クを斗人した｡
PtJrJ)折 IL■ の tl,態としてI謀られる各食物収分の.tr1-は その功 EW によっ

て説明.ヽれるRR問馬か小す分散であるとt;える..-)去り.その蝕 成分のみか

灸勤要榊である特のRR間隔か小す分汝であると..'える｡そこで.絡安弘成分の

･t'1-のヤJJ細か平均RRF鵬 にしめる比率をヽでホLI一也をまめ.これをCC

vtLI. す11わち.心拍変動かNlqの変動成分か{'lJごり.そのパワーかP ,

l'!･- 1㌧ であったとすると.



LF HF:RS人を由J･'3枚(hlghlrequcncy:rlF)成分とよび.MWŜ を使用羨 (

Joyrrequc叩 .LF)成分とよjも Llと凶輔スペクトル分UTrH'の結党.i,ド
HF成分の大きさはパワーまたはhbとして得られる｡両者の問には.

hb (2:(,(ワー)■Z

のt叫保がある.,GkLの単位はi～定植の1汁化 (bS.一触 など)と同して.Jくワーの

糾山iそれらの2乗である.

IlaRanら1.'は心拍変動について能,(ワーの個人差を号止し.LF,ltF成分を

山hの比 (LF llF で&すことを七弘している｡彼らはLF/トげ を心Jlに

おける交爵沖捷77;動の叫交樹 枝宿軌 こ対1る良は性の指tfとして伽 ､ている｡

ljiが神托久Jgl3-の盆前属せ :阿私ら川 は.r納 付経穴月払を種々の臼'fB神抜糸の不定煮
沸 (めまい.動作 乍身体魚最 盛私 感qTfiど)を和し.

しかも器野的変化を見出しえT.珂才な瑞神yukのfJ.-いt,の

と定義しL.

この定義にしたか -'て.1983年に関東心身症診断兆唯研究

会で日経神推久月店の.9̂断ぷ叫か作成された

日 今Li侍忠盛.めまい di痛.d ･良.動作,肋邸Ft迎感.

下荊T1-とのJFi'iiIで7riL<Lや41,EJi杜仲捷牲身休約g.
Tfを訴えるもの｡

2)日経紳推検允で児常を&めるもの｡

,i)除外磨rr

l仙了托11とにより.神拙Jを含む析神駄 ltの除外

'2)A-質的玖三池の徐外
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627日.lU62

39日 と戯作 FI常に他える心理テスト(31CMlについて くその2･EZ大変娃) 心身
rk妬l･8088.L9A9

40)P,j和迩人･筒井 描̂ ･不'k愁訴,J高郷 と白榊 椴 失調症 J放念. ~日印神経失弟症
改訂許2版一.金Ll瞑.Lh版 :7278.1972

1J)阿部退 -̂.悶凡flf:Ll律神経久胡Lf.金Jl;拙 版 ･108123.L967
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